
○
　
住
宅
街
（
朝
）


　
　
森
川
颯
太
（
１
６
）
、
制
服
姿
で
リ
ュ
ッ
ク
を


　
　
背
負
い
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
。
交
差
点
に


　
　
来
て
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
と
、
右
側


　
　
か
ら
車
が
来
て
い
る
の
に
気
付
き
、
自
転
車
を


　
　
止
め
る
。


○
　
同
（
颯
太
の
妄
想
）


　
　
右
側
か
ら
車
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
颯
太
の
方


　
　
に
向
か
っ
て
来
る
。
颯
太
、
急
い
で
自
転
車
を


　
　
走
ら
せ
る
が
、
車
は
颯
太
を
目
掛
け
て
走
っ
て


　
　
来
る
。
颯
太
、
自
転
車
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な


　
　
が
ら
、
ハ
ン
ド
ル
を
掴
ん
だ
状
態
で
サ
ド
ル
に


　
　
立
つ
。
車
、
そ
の
ま
ま
颯
太
の
自
転
車
に
突
っ


　
　
込
ん
で
来
る
。
颯
太
、
サ
ド
ル
で
ジ
ャ
ン
プ
し


　
　
て
、
車
の
上
に
飛
び
乗
り
、
車
の
上
か
ら
ジ
ャ


　
　
ン
プ
し
て
前
周
り
受
け
身
を
し
な
が
ら
綺
麗
に


　
　
着
地
す
る
。
車
は
そ
の
ま
ま
颯
太
の
自
転
車
を


　
　
轢
い
て
、
電
柱
に
突
っ
込
む
。
周
り
に
い
た
人


　
　
た
ち
、
颯
太
を
見
て
拍
手
す
る
。


○
　
同
（
朝
）


　
　
颯
太
、
交
差
点
で
片
足
を
つ
い
て
サ
ド
ル
に
座


　
　
っ
て
い
る
。
車
は
既
に
通
り
過
ぎ
て
い
る
。
颯


　
　
太
、
ハ
ッ
と
し
て
、
自
転
車
を
走
ら
せ
る
。


○
　
△
△
駅
・
駐
輪
場
（
朝
）


　
　
颯
太
、
定
期
利
用
の
範
囲
に
自
転
車
を
停
め
、


　
　
走
っ
て
駅
に
向
か
う
。
電
車
、
駅
に
入
っ
て
来


　
　
る
の
が
見
え
る
。


○
　
同
・
改
札
口
（
朝
）


　
　
颯
太
、
走
っ
て
来
て
、
定
期
で
改
札
を
通
り
、


　
　
走
っ
て
行
く
。


○
　
同
・
一
番
乗
り
場
（
朝
）


　
　
電
車
の
扉
は
開
い
て
い
る
。
颯
太
、
走
っ
て
電


　
　
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
電
車
か
ら
一
人
の
サ


　
　
ラ
リ
ー
マ
ン
、
走
っ
て
出
て
く
る
。
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○
　
同
・
同
（
颯
太
の
妄
想
）


　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
電
車
か
ら
走
っ
て
出
て
く
る


　
　
と
、
颯
太
を
見
て
い
る
。
颯
太
、
身
構
え
る
。


　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
カ
バ
ン
を
捨
て
、
懐
か
ら
ナ


　
　
イ
フ
を
出
す
。
颯
太
、
素
早
く
リ
ュ
ッ
ク
を
下


　
　
ろ
し
、
構
え
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
颯
太
に
斬


　
　
り
か
か
る
。
颯
太
、
ナ
イ
フ
を
綺
麗
に
避
け
、


　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
腹
に
膝
蹴
り
を
入
れ
る
。
サ


　
　
ラ
リ
ー
マ
ン
、
少
し
後
退
り
す
る
と
、
電
車
は


　
　
発
車
す
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
電
車
の
上
に
飛


　
　
び
乗
り
、
颯
太
に
手
招
き
す
る
。
颯
太
、
そ
の


　
　
場
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、
電
車
の
上
に
飛
び
乗


　
　
る
。


○
　
電
車
の
上
（
颯
太
の
妄
想
）


　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
颯
太
、
睨
み
合
っ
て
い
る
。


　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
颯
太
に
向


　
　
か
っ
て
行
く
。
颯
太
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
ス
ラ


　
　
イ
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
足
を
蹴
る
。
サ
ラ


　
　
リ
ー
マ
ン
、
電
車
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い


　
　
る
。
颯
太
、
し
ゃ
が
ん
だ
状
態
か
ら
素
早
く
立


　
　
ち
上
が
り
、
回
し
蹴
り
を
し
て
電
車
か
ら
サ
ラ


　
　
リ
ー
マ
ン
を
落
と
す
。


○
　
△
△
駅
・
一
番
乗
り
場
（
朝
）


　
　
颯
太
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。
電
車
は
既
に
行


　
　
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
颯
太


　
　
を
不
審
な
目
で
見
な
が
ら
改
札
に
向
か
う
。
颯


　
　
太
、
時
計
を
電
光
掲
示
板
を
見
る
と
、
次
の
電


　
　
車
は
１
５
分
後
。


颯
太
「
（
大
き
な
た
め
息
）
は
ぁ
。
最
悪
」


　
　
颯
太
、
ベ
ン
チ
に
座
る
。


○
　
◻︎
◻︎
学
校
・
２
年
６
組
・
前
廊
下
（
朝
）


　
　
颯
太
、
腰
を
低
く
し
て
歩
い
て
い
る
。
教
室
を


　
　
覗
き
込
む
と
、
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ


　
　
て
い
る
。
颯
太
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
少
し
観
察


　
　
し
て
い
る
と
、
先
生
、
黒
板
に
避
難
訓
練
の
時
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間
を
書
き
始
め
る
。
颯
太
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ろ


　
　
の
ド
ア
か
ら
中
に
入
る
。


○
　
同
・
同
（
朝
）


　
　
颯
太
、
腰
を
低
く
し
て
窓
際
の
一
番
後
ろ
の
席


　
　
に
向
か
う
。
生
徒
た
ち
、
颯
太
を
見
て
く
す
く


　
　
す
と
笑
っ
て
い
る
。
先
生
、
黒
板
の
文
字
を
書


　
　
き
終
わ
り
、
振
り
向
こ
う
と
す
る
。
颯
太
、
急


　
　
い
で
走
っ
て
自
分
の
席
に
座
り
、
何
事
も
な
か


　
　
っ
た
か
の
よ
う
に
窓
の
外
を
見
る
。


先
生
「
６
限
始
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
放
送
流
れ
る
か
ら
、


　
　
全
員
教
室
お
れ
よ
」


生
徒A

「
何
す
る
ん
す
か
？
」


生
徒
「
廊
下
に
整
列
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
全
員
で


　
　
出
る
。
ま
ぁ
で
も
、
絶
対
に
時
間
余
る
か
ら
、


　
　
そ
の
あ
と
は
席
替
え
で
も
し
よ
か
」


　
　
前
の
方
の
席
の
生
徒
、
喜
ぶ
。
後
ろ
の
方
の
席


　
　
の
生
徒
、
渋
っ
て
い
る
。
颯
太
、
嫌
そ
う
な
顔


　
　
を
し
て
い
る
。


先
生
「
じ
ゃ
あ
、
頼
む
な
」


　
　
先
生
、
荷
物
を
持
っ
て
、
出
て
行
こ
う
と
す
る


　
　
が
立
ち
止
ま
り
、


先
生
「
あ
、
颯
太
遅
刻
な
。
３
回
目
や
か
ら
昼
休
み


　
　
に
職
員
室
来
て
な
」


　
　
生
徒
た
ち
、
笑
う
。


颯
太
「
（
恥
ず
か
し
そ
う
に
）
最
悪
や
」


　
○
　
同
・
職
員
室


　
　
ノ
ッ
ク
が
鳴
り
、
颯
太
、
入
っ
て
来
て
、


颯
太
「
失
礼
し
ま
す
」


　
　
先
生
、
颯
太
に
気
づ
い
て
、


先
生
「
お
う
、
こ
っ
ち
や
」


　
　
颯
太
、
周
り
に
会
釈
し
な
が
ら
先
生
の
前
に
来


　
　
る
。


先
生
「
３
回
目
や
な
？
」


颯
太
「
は
い
。
多
分
」


先
生
「
次
は
、
家
に
電
話
や
で
」
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颯
太
「
は
い
」


先
生
「
原
因
は
何
や
？
　
寝
坊
か
？
」


颯
太
「
い
や
、
ち
ゃ
ん
と
起
き
て
、
間
に
合
う
時
間


　
　
に
は
家
出
て
る
ん
で
す
け
ど…

」


先
生
「
じ
ゃ
あ
、
な
ん
で
」


　
　
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
聞
こ
え
る
。


○
　
同
（
颯
太
の
妄
想
）


　
　
颯
太
、
ド
ア
の
方
を
見
る
。
ド
ア
が
開
く
と
、


　
　
覆
面
を
被
っ
た
大
柄
の
男
、
拳
銃
を
持
っ
て
入


　
　
っ
て
来
る
。
颯
太
、
急
い
で
し
ゃ
が
む
。
大
柄


　
　
の
男
、
先
生
た
ち
に
拳
銃
を
向
け
、


大
柄
の
男
「
手
を
上
げ
ろ
」


　
　
先
生
た
ち
、
急
い
で
手
を
上
げ
る
。
颯
太
、
机


　
　
の
陰
に
隠
れ
て
し
ゃ
が
み
な
が
ら
移
動
す
る
。


大
柄
の
男
「
こ
こ
に…

森
川
颯
太
っ
て
い
う
や
つ
、


　
　
い
る
よ
な
？
」


　
　
先
生
た
ち
、
誰
も
答
え
な
い
。
颯
太
、
大
柄
の


　
　
男
の
す
ぐ
横
ま
で
や
っ
て
来
る
。
大
柄
の
男
、


　
　
近
く
の
女
性
の
先
生
の
頭
に
銃
を
突
き
つ
け
、


大
柄
の
男
「
お
い
、
ど
う
な
ん
だ
？
」


女
性
の
先
生
「
い
や
、
私
は…

」


　
　
颯
太
、
大
柄
の
男
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
。
大
柄
の


　
　
男
、
倒
れ
て
拳
銃
を
離
す
。
颯
太
、
拳
銃
を
拾


　
　
っ
て
、
大
柄
の
男
に
拳
銃
を
向
け
る
。


○
　
◻︎
◻︎
学
校
・
職
員
室


　
　
颯
太
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
立
っ
て
い
る
。


先
生
「
お
い
、
聞
い
て
る
か
」


颯
太
「
（
ハ
ッ
と
し
て
）
は
い
」


先
生
「
大
丈
夫
か
？
」


颯
太
「
は
い
」


先
生
「
次
は
な
い
か
ら
な
」


颯
太
「
は
い
。
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」


　
　
颯
太
、
頭
を
下
げ
る
と
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る


　
　
音
が
す
る
。
颯
太
、
咄
嗟
に
そ
の
場
に
し
ゃ
が


　
　
む
。
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